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エコアクション２１

環境経営レポート2022

 原工業 株式会社

【 運用期間 ： 2022年 1月～12月 】

～ 人と自然が共生する環境保全型社会づくり ～
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● 事業者名   原工業 株式会社 ● 代表者名 代表取締役 原 裕一

● 所 在 地   本社  〒889-4151 宮崎県えびの市大字向江296番地4      

  倉庫  〒889-4161 宮崎県えびの市大字岡松

●環境管理責任者 永山めぐみ ●連絡先 連絡担当者 永山めぐみ

TEL 0984-37-2201 FAX 0984-37-2900

Mail  harakougyou.kabu@sweet.ocn.ne.jp  

● 事業概要   建設業 ＜ 宮崎県知事許可（特-３）第2444号 ＞

・ 土木一式工事 ・ とび・土工・コンクリート工事

・ しゅんせつ工事 ・ 石工事 ・ 鋼構造物工事

・ 水道施設工事 ・ 解体工事 ・ 舗装工事

● 事業規模

(百万円)

( 件 )

( 人 )

( ｍ2 )

( ｍ2 )

● 認証登録範囲 対象組織：本社  （宮崎県えびの市大字向江296番地4）

    ：資材倉庫（宮崎県えびの市大字岡松）

対象活動：建設業

  （土木一式工事、とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、しゅんせつ工事、解体工事）    

● 対象期間 2022年 1月 ～ 2022年 12月

● 環境経営レポート発行日

2023年 4月3日

● 次回環境経営レポート発行日

2024年 4月頃

  1. 組織の概要

  2. 対象範囲

売 上 高 363 228 450

項目 2020年 2021年

5 7

従業員数 10

130 130

資材倉庫 450 450 450

３Ｐ

10

工事件数 6

2022年

床 面 積 130

10



  （土木一式工事、とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、しゅんせつ工事、解体工事）    

 原工業株式会社は、「人と自然が共生する環境保全型社会づくり」を基本理念

とし、豊かな自然環境、美しい景観を守り、人類共通の財産として後世に引き継

ぐ為に、事業活動から生ずる環境への様々な影響を低減する事が社会的責任の一

つと認識し、建設業を営んでいる事を踏まえ、循環型社会とリサイクルの推進に

努め、「環境にやさしい企業」の実現に向け社員一人ひとりが連携し、環境問題

に積極的に取り組んでまいります。

8）基本理念に基づき、地域・社会貢献活動に努めます。

9）建設現場では、環境に配慮した機械・工法等を提案するよう努めます。

5）適正な水使用に努め、使用量の低減に努めます。

4）資源有効活用の為、廃棄物分別の徹底・リサイクルの推進・適正処理に努めます。

  2019年2月1日

原工業 株式会社
代表取締役 原 裕一

１）人材確保に向け、若手社員の育成、キャリアアップを図ります。

２）二酸化炭素排出量の削減に向け、省エネ及び排出ガスの抑制に努めます。

3）一般及び産業廃棄物の低減、再利用、再生使用に努めます。
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  3. 基本理念、環境経営方針

【 基  本  理  念 】 

【 環境経営方針 】 

以上の方針を、全社員へ周知徹底し、環境保全活動を実施し継続的な改善を行います。

 又、これらの活動を環境経営レポートとして一般に公開いたします。

6）当社の事業に関する法規制・地域条例を遵守します。

7）エコ商品を積極的に使用し、グリーン購入に努めます。



CO2排出量、各使用量ともに基準値の1％削減。

2024年度までに基準値の3％削減。

2022年度 2023年度 2024年度

1％削減 2％削減 3％削減

事務所 3,280 3,247 3,215 3,182

現場 92,179 91,257 90,335 89,414

事務所 5,208 5,156 5,104 5,052

現場 5,732 5,675 5,617 5,560

事務所 385 381 377 373

現場 6,119 6,058 5,997 5,935

事務所 53 52 52 51

現場 60 59 59 58

・エコ製品購入率 ＝ ｴｺ製品購入数÷総購入数 で算出。

・受託収集運搬量は自社の元請工事排出分しか運搬しない為、目標設定なし。

・化学物質は使用・排出・移動も行っておらず、目標設定なし。

・LPGは事務所で僅かな使用の為、目標設定せず、数量の把握のみ。

・二酸化炭素排出量計算については下記の計算方法・排出係数を採用。

排出係数

ガソリン  （Ｌ） 2.32

軽 油  （Ｌ） 2.58

灯 油  （Ｌ） 2.49

電  力  （kWh） 0.433

   （九州電力 調整後排出係数（2022.1.7 環境省公表）

使用量  ×   

４.その他

 グリーン購入促進

 環境保全取組推進

 社員の育成 スキルアップの充実

 環境配慮型工法案 件 現場 5 5件以上

92,595

 電気使用量 ｋＷｈ

３.水使用料
  の削減

 水資源総使用量

28,622

事務所 6 ボランティア活動 6件以上

件 事務所 4

ｍ³ 全社 34 年/33ｍ³以下

％ 事務所 84% エコ製品購入率 82％以上

件

28,330

10,831 10,721

29,206 28,914

10,612

 ガソリン使用量 Ｌ

全社 6,309

 灯油使用量 Ｌ

全社 110

取組・目標項目 単位
実施
場所

基準値
3年平均

１.二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2

全社

２.廃棄物
  の削減

 一般廃棄物 ｔ 事務所 0.104

10,940

6,504

 軽油使用量 Ｌ 現場

全社

 ４. 環境経営目標
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単年度及び中期目標の設定を下記のとおり行います。

2019年・2020年・2021年の３年間実績平均値を基準値とし、

6,439 6,374

113 112 111

● 単年度目標

● 中期目標

95,459 94,505 93,550

年/0.1ｔ以下

 建設副産物 ｔ 現場 1,860.0 設計書とおりの廃棄を100％遵守



事務所

不在箇所、不要箇所、昼休み時の消灯

ﾊﾟｿｺﾝ、ｺﾋﾟｰ機等の省電力設定

空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）

空調機フイルターの定期的な清掃

残業時間の減少

クールビズ・ウォームビズの徹底

 ガソリン使用量 エコドライブの徹底

空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）

裏紙使用・両面・収縮・集約の推進

再利用・ﾘｻｲｸﾙ可能製品の優先購入

リユース・リデュース・リサイクル促進

節水徹底（こまめな開閉）

雨水貯留ﾀﾝｸ設置での雨水利用推進

環境ﾗﾍﾞﾙ認定商品、間伐材等の優先購入

社内文書のメール配信

植林・植樹等のボランティア活動参加

事務所等周辺の地域清掃

環境に係る講習会への参加要請案内

感染症対策の周知徹底、情報収集

感染対策製品の設置、補充

資格取得等へ向けてのバックアップをする

現 場

不在箇所、不要箇所、昼休み時の消灯

ﾊﾟｿｺﾝ、ｺﾋﾟｰ機等の省電力設定

空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）

残業時間の減少

人感ｾﾝｻｰ付照明の取付

エコドライブの徹底

アクセル7割運動の推進

現場への相乗り推進

折り返し運行の撲滅

エネルギー消費の移動ルートの提案

空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）

空ぶかし禁止の徹底

過積載の禁止

協力会社へ使用量削減の徹底

重機・車両の始業前点検

分別の徹底

設計書に記載された処分方法の厳守

環境配慮型の建設機械の使用

電子黒板の活用

環境配慮型施工・工法の提案

現場及び現場事務所周辺の騒音・振動・粉じん対策

環境配慮型の設備導入（仮設トイレ他

若手技術者の補佐

感染症対策の周知徹底、情報収集

感染対策製品の設置、補充

年間

２ 廃棄物の削減
     （建設副産物）

年間

現場発生都度

３
そ
の
他

 環境配慮型工法
 の提案

現場発生都度

現場発生都度

現場発生都度

現場発生都度

現場発生都度

 現場環境の整備

年間

年間

年間

２ 廃棄物の削減
   （一般廃棄物）

 灯油使用量

取組項目

 軽油使用量

１
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減

年間

年間

年間

年間

 電気使用量

 ガソリン使用料

 灯油使用量

年間

年間

年間

担当責任者：工事部門長

活動内容 スケジュール

現場発生都度

現場発生都度

年間

現場発生都度

現場発生都度

現場発生都度

４
そ
の
他

 グリーン購入

 若手社員の育成

３ 水使用量の削減

年間

年間

年間

現場発生都度

現場発生都度

担当責任者：総務部門長

活動内容 スケジュール

年間

年間

年間

年間

取組項目

 環境保全取組の推進

１
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減

 電気使用量

年間

年間

シーズン時

3ヶ月毎

年間

シーズン時

年間

年間

年間

開催都度

開催都度

開催都度

年間
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 ５.環境経営計画

2022年度の環境計画は下記のとおりです。



目標

1％削減

事務所 3,280 3,247 3,961 82% △

現場 92,179 91,257 104,557 87% △

事務所 5,208 5,156 6,190 83% △

現場 5,732 5,675 9,880 57% ×

事務所 385 381 552 69% ×

現場 6,119 6,058 5,500 110% ◎

事務所 53 52 0 100% ◎

現場 60 59 0 100% ◎

＊事務所のLPGを含めた二酸化炭素の総排出量は、108,573 kg-CO2です。

2022年度の活動実績並びに結果等は下記のとおりです。

２.廃棄物
   の削減

ｔ 事務所 0.104

ｔ 現場 1,860.0

現場 5 環境配慮型工法案

 社員の育成

 環境保全取組推進

 グリーン購入促進

 水資源総使用量

 建設副産物

 一般廃棄物

３.水使用料
   の削減

ｍ³ 全社 34

４.その他

％

ｋＷｈ

全社 10,940 10,831

Ｌ

全社 6,504 6,439

Ｌ

全社 113

 軽油使用量

 灯油使用量

 ガソリン使用量

 電気使用量

件

84%

件 事務所

94,505

165%

5件以上

エコ製品
購入率

82％以上

◎106%6,052

◎

101% ◎

100%

事務所

◎

kg-CO2

全社 95,459 87% △

6

件 事務所 4
スキルアップ

の充実

◎124%0.081年/0.1ｔ以下

設計書とおり
の廃棄を
100％遵守

ボランティア
活動

6件以上

1,184.7 100% ◎

4 100% ◎

5 100% ◎

6

評価方法 ◎100％以上 △80％以上 ×79％未満

×67%16,070

△

20

82.8

112

年/33ｍ³以下

29,206 28,914

実績

◎100%0

単位
実施
場所

108,518

基準値
3年平均

Ｌ 現場

 6. 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果・その評価

7Ｐ

取組・目標項目

１.二酸化炭素排出量の削減

85%33,922

評価達成率



目標達成できた。エコ商品、グリーンマーク商品を購入できており、詰
め替え可能な物を購入できている。次年度も引き続きグリーン購入に努
める。

8Ｐ

活動内容等の評価及び次年度への活動について

 環境配慮型工法案

目標達成できた。若手社員に施工管理技士の等の取得に向けて案内でき
た。引き続き若手だけでなくベテラン社員へも幅広く提案していく。

目標達成できた。防塵対策、法面処理等について活動できた。次年度も
引き続き提案していく。

目標達成できた。コロナ禍であったが、ボランティア活動に参加できて
よかった。次年度も引き続き参加していく。

 灯油使用量

前年のトイレ入替えが影響し、大きく削減した。清掃時もバケツを使用
し出しっぱなしに注意した。引き続き削減活動を行う。

 ガソリン使用量

 電気使用量

 二酸化炭素排出量の削減

 若手社員の育成

 環境保全取組推進

 グリーン購入促進

2022年度の評価及び次年度への活動については下記のとおりです。

取組項目

 建設副産物

 一般廃棄物

 軽油使用量

 水使用料の削減

全体で達成率87％と未達成であった。軽油の使用量が大半を占めるが、
排ガス対応車両及び重機の入替えを行っており、少しずつ反映されるの
ではと考える。次年度は各部門の電気使用量、現場の使用量を重点的に
削減につなげたい。

未達成であった。冬場は換気をした状態で、設定気温を上げることが多
かった。各部門とも灯油による暖房機器を使用せず、エアコンのみの使
用であったことも影響していると考える。次年度は夏季冬季の空調管理
を徹底していきたい。

現場は目標達成となった。エコドライブ運転の徹底など定着していると
思われる。事務所は増車の影響があるが、計画に基づき次年度も引続き
削減できるよう努める。

事務所も現場も年間を通して灯油の使用はなかった。かわって、電気使
用量が増える形になったと考える。効率の良いエネルギー使用法を見極
め、次年度も引き続き削減に努める。

二酸化炭素排出量の大きな要因である。前年は41,812㍑から33,922㍑と
使用量は減ったが、目標未達成であった。ほ場整備の受注による大型重
機の投入があった。しかしながら、空ぶかし撲滅やアクセル7割運転が協
力会社へも浸透していると考える。次年度も計画に基づき継続する。

分別の徹底、ゴミを出さないよう裏紙の再利用等を徹底し、目標達成で
きた。廃棄物を出す回数も減った。次年度も引き続き削減に努める。

設計書の記載とおりの処分方法を厳守し、分別の徹底を行っている。マ
ニフェスト状況報告も提出している。次年度も引き続き厳守していく。



㎏-CO2

㎏-CO2

㎏-CO2

㎏-CO2

㎏-CO2
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工事部門長 総務部門長

 9. 二酸化炭素排出量（全体）の各使用量割合

項目別 二酸化炭素排出量

電 気

108,518

87,519

0

14,041

6,958

合 計

軽 油

灯 油

ガソリン

各現場担当者

ＥＡ21委員会
環境管理責任者

総務部長

ＥＡ21責任者・代表者
代表取締役

全社員

協力会社

 8. 活動組織図

 7. 実施した取組内容の事例

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ(現場周辺道路補修) 現場周辺防塵対策 盛土法下流出対策

電 気
6% ガソリン

13%

灯 油
0%

軽 油
81%

項目別

二酸化炭素排出量割合

2022年度も前年同様、軽油の使用量が

二酸化炭素排出量の84％と圧倒的に占めま



CO2排出量、各使用量ともに基準値の2％削減。
2024年度までに基準値の3％削減。

2022年度 2023年度 2024年度
1％削減 2％削減 3％削減

事務所 3,280 3,247 3,215 3,182
現場 92,179 91,257 90,335 89,414

事務所 5,208 5,156 5,104 5,052
現場 5,732 5,675 5,617 5,560

事務所 385 381 377 373
現場 6,119 6,058 5,997 5,935

事務所 53 52 52 51
現場 60 59 59 58

・二酸化炭素排出量計算

排出係数

ガソリン  （Ｌ） 2.32 ・エコ製品購入率 ＝ ｴｺ製品購入数÷総購入数 で算出。

軽 油  （Ｌ） 2.58 ・受託収集運搬量は自社の元請工事排出分しか運搬しない為、目標設定なし。

灯 油  （Ｌ） 2.49 ・化学物質は使用・排出・移動も行っておらず、目標設定なし。

電  力  （kWh） 0.433 ・LPGは事務所で僅かな使用の為、目標設定せず、数量の把握のみ。

（九州電力 調整後排出係数（2022.1.7 環境省公表）

29,206 28,914 28,330

10,612

全社 6,504

使用量  ×   

10P

2019年・2020年・2021年の３年間実績平均値を基準値とし、
単年度及び中期目標の設定を下記のとおり行います。

年/0.1ｔ以下

設計書とおりの廃棄を100％遵守

年/33ｍ³以下

● 中期目標
● 単年度目標

取組・目標項目 単位

１.二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2

全社 95,459 94,505 92,595

全社 10,940 10,831

全社 113 112 110

6,439 6,309

93,550

10,721

6,374

111

 10. 次年度の環境経営目標

ｋＷｈ

実施
場所

基準値
3年平均

 灯油使用量 Ｌ

 軽油使用量 Ｌ

３.水使用料
  の削減

 水資源総使用量 ｍ³ 全社

現場

 ガソリン使用量 Ｌ

 電気使用量

34

２.廃棄物
  の削減

 一般廃棄物 ｔ 事務所 0.104

 建設副産物 現場 1,860.0ｔ

 環境配慮型工法案 件 現場 5

４.その他

 グリーン購入促進 ％ 事務所 84%

 環境保全取組推進 件 事務所 6

 社員の育成 件 事務所 4

28,622

5件以上

エコ製品購入率 82％以上

ボランティア活動 6件以上

スキルアップの充実



事務所

不在箇所、不要箇所、昼休み時の消灯
ﾊﾟｿｺﾝ、ｺﾋﾟｰ機等の省電力設定
空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）
サーキュレータ使用による空調温度管理 ※
空調機フイルターの定期的な清掃
残業時間の減少
クールビズ・ウォームビズの徹底
エコドライブの徹底
空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）
裏紙使用・両面・収縮・集約の推進
再利用・ﾘｻｲｸﾙ可能製品の優先購入
リユース・リデュース・リサイクル促進
節水徹底（こまめな開閉）
雨水貯留ﾀﾝｸ設置での雨水利用推進
環境ﾗﾍﾞﾙ認定商品、間伐材等の優先購入
社内文書のメール配信
植林・植樹等のボランティア活動参加
事務所等周辺の地域清掃
環境に係る講習会への参加要請案内
資格取得等へ向けての研修会参加案内 ※
同世代の研修への参加案内 ※

現 場

不在箇所、不要箇所、昼休み時の消灯
ﾊﾟｿｺﾝ、ｺﾋﾟｰ機等の省電力設定
空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）
残業時間の減少
人感ｾﾝｻｰ付照明の取付
エコドライブの徹底
アクセル7割運動の推進
現場への相乗り推進
折り返し運行の撲滅
エネルギー消費の移動ルートの提案
空調温度の管理徹底（夏季22℃・冬季28℃）
空ぶかし禁止、過積載禁止の徹底
アクセル7割運動の推進 ※
協力会社へ使用量削減の徹底
重機・車両の始業前点検
分別の徹底
設計書に記載された処分方法の厳守
環境配慮型の建設機械の使用
電子黒板の活用
環境配慮型施工・工法の提案
現場及び事務所周辺の騒音・振動・粉じん対策
環境配慮型の設備導入（仮設トイレ他
若手技術者の補佐
感染症対策の周知徹底、情報収集
感染対策製品の設置、補充

※ 追加及び見直し項目

担当責任者：工事部門長

取組項目 活動内容 スケジュール

１
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減

 電気使用量

現場発生都度
現場発生都度
現場発生都度
現場発生都度
現場発生都度

 ガソリン使用料

年間
年間
年間
年間
年間

 灯油使用量 現場発生都度

 軽油使用量

年間
年間

現場発生都度

年間
年間
年間 ガソリン使用量

シーズン時

１
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減

 灯油使用量

 電気使用量

年間

２ 廃棄物の削減
   （一般廃棄物）

年間
年間
年間

３ 水使用量の削減
年間
年間

 グリーン購入
年間
年間

開催都度
開催都度
開催都度

年間
年間

2023年度の環境計画は下記のとおりです。

担当責任者：総務部門長

取組項目 活動内容 スケジュール

年間
年間

シーズン時

3ヶ月毎

 11. 次年度の環境経営計画

11P

２ 廃棄物の削減
     （建設副産物）

年間
現場発生都度

３
そ
の
他

 環境配慮型工法
 の提案

現場発生都度
現場発生都度
現場発生都度
現場発生都度
現場発生都度

 現場環境の整備
年間
年間
年間

 若手社員の育成

 環境保全取組の推進

４
そ
の
他

シーズン時



○環境管理責任者及び各部門長が遵守状況を年3回確認した結果、環境関連法規等の
    違反はありません。
○関係当局からの指摘、利害関係者からの訴訟はありません。

 今年度、二酸化炭素排出量の削減目標は未達成であった。大きく影響する軽油の使用量は前年比
削減となったが目標に届かなかった。エコアクション２１活動も10年を過ぎ、近年は活動と同時に
とくに環境整備に努めている。車両・大型重機・トイレ等、環境配慮型に入替えを随時行っており、
水の使用量は大幅に節水できているので、軽油使用量も工種によるが期待できると考えている。
 次年度は、軽油の使用量を注視し、ボランティア活動へ積極的に参加をし、協力会社及び全社員
で活動に努める。

 12. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

 １3. 代表者による全体の評価と見直し・指示

12Ｐ

環境経営マニュアル    ＥＡ21ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2017版に準拠する

法規名 該当する要求事項 評価

廃棄物処理法

委託契約の締結 順守
マニフェストの交付、保管義務 順守
産業廃棄物管理票交付等状況報告書 順守
多量排出事業者 計画書、実施書 順守
保管場所の掲示 順守

建設リサイクル法

環境経営方針 変更なし （2019.2.1 改定)

環境経営目標 変更あり （2022.2.24 改定）

環境経営計画 変更あり （2022.2.25 計画）

振動規制法 特定建設作業の実施の届出 該当なし

フロン排出抑制法 簡易点検の実施 順守
騒音規制法 特定建設作業の実施の届出 該当なし

発注者への書面による計画等説明、完了報告 順守
必要事項を都道府県知事に届け出 順守
分別解体、再資源化促進、再資源使用 順守

大気汚染防止法
計画書の提出 順守
解体工事時の措置 順守


